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様式第1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称  平成25年度 第2回所沢市みどりの審議会 

開 催 日 時 
 平成26年1月15日（水） 

 午前9時00分 から 午前11時30分まで（現地視察を含む。） 

開 催 場 所  小手指まちづくりセンター 小手指公民館分館 研修室 

出 席 者 の 氏 名 
亀山 章、荻野 豊、城戸 基秀、関口 幸男、木村 智子、 

永倉 良一、原口 雅人、筒井 雅人、水上 哲朗、三ツ木 雅秋 

欠 席 者 の 氏 名 池邊 このみ、坂田 知千、土方 芳夫 

説明者の職・氏名  

議 題 
議題１ 北野南二丁目地内における里山保全地域の指定について 

議題２ その他 

会 議 資 料 

次第 

資料１ 計画書 里山保全地域の指定 他 

資料２ 里山保全地域の指定までの流れ 他 

参考  北野南二丁目地内における里山保全地域の指定について 

担 当 部 課 名 

 環境クリーン部長   桑原  茂 

みどり自然課長    関谷 佳和 

 みどり自然課 主幹  野村 邦昭 

        副主幹 澤田  孝 

        主任  末永 貴子 

        主任  田村 真一 

                 電話 ０４（２９９８）９３７３ 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荻野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

 みどり自然課 野村主幹の司会により開会。 

報告事項として、会議の成立及び会議の公開について報告した。 

また、傍聴者については、審議会の了承を得たのち入室していただい

た。 

 

２．あいさつ 

 開会にあたり、所沢市みどりの審議会 亀山会長より、あいさつをい

ただいた。 

 

３．諮問書の提出 

 環境クリーン部 桑原部長より所沢市みどりの審議会 亀山会長に諮

問書（北野南二丁目地内における里山保全地域の指定について）の提出

を行った。 

 

【資料確認】 

 

４．議題 

議題１ 北野南二丁目地内における里山保全地域の指定について 

 北野南二丁目地内における里山保全地域の指定について、スライド

（パワーポイント）及び配付資料に基づき、みどり自然課 田村主任よ

り説明した。 

質疑応答については、次のとおりであった。 

 

＜質疑応答＞ 

 現地は、2005年頃から一般廃棄物最終処分場の候補地になっていた。

自然環境がとても良く、なんとか保全していきたいと思い、要望書や署

名を提出したことがある。 

 そうしたことの他、現地が県立自然公園の区域内にあることなどか

ら、2007年に市は正式に撤回した。 

 その後、私たちは現地の保全策について考え、地域の方を対象にした

「谷戸の集い」を開催し、これまでに5回開催した。そこでは、谷戸の

自然環境の良さや保全の必要性、さらには昔の谷戸の風景などについて

話をしてきた。 

 翌年 2008年には「トトロの森 7号地」を取得し、谷戸全体の保全を
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事務局 

（桑原部長） 

 

 

 

 

水上委員 

 

 

事務局 

（田村主任） 

 

水上委員 

 

 

事務局 

（関谷課長） 

 

筒井委員 

 

 

城戸委員 

 

 

 

事務局 

（関谷課長） 

 

 

 

 

 

荻野委員 

 

していこうと取組みを進めてきている。 

 そして、今日、このように里山保全地域の指定の審議に至ったのは、

非常に感慨深いものであるので、冒頭で一言述べさせていただいた。 

 

 現地は、平成 17年度に北野一般最終処分場の次の候補地として挙が

っていたが、県立自然公園の区域内に位置しており、処分場は好ましく

ないと判断し、候補地から外した経緯がある。 

このような貴重な里山の原風景を財産として将来に継承していく必

要があると感じている。 

 

 スライド P.25の「行為の制限」について、動植物を採取する場合は

該当するのか。 

 

 動植物を採取する場合は該当しない。 

 

 

 昆虫採取や植物採取についても、採取の方法等によっては制限した方

がよいのではないか。 

 

 必要に応じて、別途、規則で定めることができるので、今後の参考に

したい。 

 

 あまり細かく規定すると、本来、届出をしてもらう意義と逆の効果に

なってしまう可能性があるので、うまく調整する必要がある。 

 

 将来的に保全していくためには、税の優遇や土地の買取りなども必要

であると思う。里山保全地域の制度には、それらのメニューはないと思

うが、運用の中で、何か保全していくための仕組みがあるのか。 

 

 里山保全地域の制度には、税の優遇や土地の買取りなどのメニューは

ない。市が指定している類似の制度の一つに「市民の森」がある。例と

して、荒幡富士市民の森は、昭和 59年に約 4.7haを指定し、相続等に

より買取りをしなければ保全ができない土地については、市や県で買取

りを行い、約30年かけ、要望があったすべての土地を買取った。 

 里山保全地域についても、そのような対応を考えている。 

 

 資料 1「計画書」の「保全に関する基本的な方針」の中に、「みどり

の公開性を高め」とあるが、どのような意味なのか。 
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事務局 

（関谷課長） 

 

 

 

 

 

 

 

荻野委員 

 

 

事務局 

（関谷課長） 

 

 

永倉委員 

 

 

事務局 

（関谷課長） 

 

 

水上委員 

 

 

事務局 

（関谷課長） 

 

木村委員 

 

 

 

 

 

関口委員 

 

 

 みどりの保全には、2通りの方法があると考えている。1つは、人の

出入りがない状態で保全する方法、もう1つは、人の利用などを考えて

保全する方法である。今回の指定予定地については、以前は適度な管理

ができており里山の景観が形成されていたが、現在では、人がほとんど

入れるような状態ではないことから、以前のような里山の景観に近づけ

ていきたいと考えている。また、管理協定を土地所有者と結び、園路な

どを設け、人が立ち入ることができる場所にしていきたいとも考えてい

るので、このような表現としている。 

 

 原案説明会での質問として、「防犯対策」が挙がっているが、どのよ

うに考えているのか。 

 

 公開性が高まれば、様々な人が訪れることから防犯面が懸念される

が、逆に人が訪れ、人の目が増えることにより、現在より防犯面が良く

なるのではないかと考えている。 

 

 現地に来る手段として、車やバスなどが考えられるが、それらの対応

はどのように考えているのか。 

 

 現時点では、駐車場の設置などは考えていない。最近ではウォーキン

グを楽しんでいる方も増えてきているので、最寄り駅から歩けるような

案内表示を行いたいと思う。 

 

 視察の際にすれ違った人などは、どのあたりから歩いてきていると想

定されるか。 

 

 おそらく市内、椿峰の方から尾根道を歩いてきたのではないかと考え

られる。 

 

 健康増進の一環で歩いている方や鳥を見に来ている方などがいる。狭

山湖の駐車場が近くにあるので、車で来られる方は、そこを利用してい

る。この周辺に住んでいる方にはよく知られている場所である。 

 また、市の都市計画課が企画しているまち歩きや西武鉄道が企画して

いるウォーキングツアーなども行われている場所である。 

 

 現地は、茶畑、田んぼ、樹林地など様々なみどりがある。区域全体の

管理計画もよいが、ゾーンごとの管理計画も必要であると思う。 
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亀山会長 

 

亀山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ツ木委員 

 

 

事務局 

（田村主任） 

 

亀山会長 

 

事務局 

（田村主任） 

 

 

亀山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

荻野委員 

 

 

 

 これらの意見を踏まえて、今後、管理計画を策定していただきたい。 

 

 今回の諮問は、里山保全地域の指定についてであるので、里山保全地

域の指定要件（スライドP.24）を満たしているのかを確認したいと思う。 

 自然を保全していく上では、地形が最も大事であり、開発等により谷

戸などの自然地形がだんだん少なくなってきている。自然地形が少なく

なってしまうと生物も少なくなってしまう。 

 そのようなことからも、今回のように谷戸地形がまとまって残ってい

ることは、とても大事なことであり、指定要件についても満たしている

と思うがいかがでしょうか。 

 本日いただいた意見は、保全管理計画を策定する際に参考にしていた

だき、その他意見が無ければ当審議会として答申を行いたいと思う。 

 

 計画書の名称の欄で「仮称北野南二丁目里山保全地域」となっている

が、仮称はいつとれるのか。または、まったく違う名称にするのか。 

 

 名称については、今後策定する保全管理計画の中で、地権者や地元の

方などの意見を踏まえて検討していきたいと考えている。 

 

 答申について事務局より何かあるか。 

 

 答申について、答申書（案）を事務局で作成しているので、この答申

書（案）を配付させていただき、議題２において審議していただきたい

と思う。 

 

 それでは、答申書（案）を配付していただき、意見を伺うことにした

いと思う。 

 

議題２ その他 

 答申書（案）を配付し、意見等を伺った。特に付帯意見等は無く、答

申書（案）のとおり答申となった。 

質疑応答については、次のとおりであった。 

 

＜質疑応答＞ 

 今後、指定区域の周辺において、新たに区域の中に加えてほしいとい

う土地があった場合は、拡張するような柔軟性はあるのか。 
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事務局 

（田村主任） 

 

 

 拡張や縮小などの区域の変更は可能であり、その際は、再度、当審議

会の意見をお伺いさせていただきたいと思う。 

 

５．閉会 

 

 


